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小中学校教育における音楽科と他教科間の統合に関する意識調査
―かな演奏表現の為の「横断する学習」のච要性―

୰Ӎͽとみ
(発達教育学部教育学科 ඉߪۊ師)

小中学校の音楽科授業では一定数の児童や生ైがح楽・歌唱の演奏表現に対してۦघ意識を持つ。ۦघ意識のݬҾを۹りԾげてΑ

くと、「ڷ味が持てないのでおもしろくない」ことが大きな要Ҿであることが多い。ڷ味を持たせる為にはどうすればよいのか。

そこからΞで、よりよい演奏表現を目指させる為には、教師はどのような指導を念頭に置けばよいのか。その為の一助として、

音楽科からのみではなく多๏面からのアϕローチを行うことで生じるメリットを分ੵし「他教科との統合」による有用性を考える。

学生が取り組Ξだ実践を例として「横断する学習」への取り組み๏をݗ౾した。また、「学生が感じる小中学校に於ける音楽科と

他教科との関連性のଌえ๏」についてアンケート調査を行った。それらをもとに、かな演奏表現を目指すにあたっての「音楽科

と他教科との統合」が及ぼす効果を分ੵ・考察した。

キーϭーχʁ横断する学習、 統合学習、音楽科と他教科、教科間の関連性、演奏表現へのڷ味

̏.ͺͣΌͶ

歌唱であれح楽であれ、演奏する際に「何を演奏したい
のか」、「どのように演奏したいのか」という、表現へのイ
メージがଚࡑしない演奏は単なる音ෘのད列となりか
ない。特にಣො能力や演奏ٗ術がै分でない児童や生ైに
取っては、音楽の内容や構造を理մすることなく、ただ「演
奏」を強いられることはۦ௩となる合が多い。ではより
よい演奏表現に取り組む意ཋを持つ為には、教師ଈはどの
ような指導を行ってΑけばよいのだろうか。
本学、教ҽ養成課ఖの学生に、小中学校でणけた音楽の

授業についてディスΩッシϥンの時間を設けた݃果、音楽
の授業がۦ௩である大きなݬҾとして「上घく演奏できな
いからڷ味がない」、「ڷ味がないから上घく演奏できない」
等がڏがった。また、音楽の演奏に関しては以Ծの 4 つの
領域に分けられることが分かった。
① 上घく演奏できる。/ڷ味がある。
② 上घく演奏できる。/ڷ味がない。
ᶇ 上घく演奏できない。/ڷ味がある。
ᶈ 上घく演奏できない。/ڷ味がない。
本論では意ཋ改વを目的として、領域ᶈを主対েとした

アϕローチをݗ౾する(最श的には演奏ٗ術も上するこ
とがましく、ஊ的にᶇ領域を経༟し①領域へ౺達する

長غ的な展を目ඬとした)。
              

小中学校指導要領でਬও1されている「他領域との統合」
2であるが、「ஏ域社会との連携による統合」3と「他教科と
の統合」がڏげられる。ंをඉ日的なܙでの統合とす
るならば、ंޛは日々の学習にଊしたܙでの統合と言える。
児童や生ైが音楽にڷ味を持つ為のਐۛなݬ動力ଏりえ
る「他教科との統合」について、STEAM 教育の概念を৭
り交ͧながら分ੵ・考察を行う。

文ߨదͳڂݜ.̐

̐ɿ̏ɿଠگՌͳ૮ޕద͵ؖ࿊Ͷͯ͏ͱ

本論では、「ڷ味を持ってよりよい演奏表現を目指す指
導の為に音楽科と他教科との統合実践にච要な意識」につ
いてৄݗする。小中学校の年間指導ܯժ表4などにも「他
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小中学校教育における音楽科と他教科間の統合に関する意識調査
─豊かな演奏表現の為の「横断する学習」の必要性─
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教科との統合」の欄があるが、統合๏法や実践๏法、演奏
表現へのԢ用๏法が教ҽ養成課ఖの学生には۫ର的に想
定しがたい。学生が実践例を経験してΑくことによって、
他教科との統合を効果的にԢ用できることを目的とした。
まず他教科との統合をめる為の要݅として、STEAM 教
育について؈単にफ़΄る。

̐ɿ̐ɿSTEAM үͶͯ͏ͱگ

他教科との統合を論ずる時に STEAM 教育についての
言及はඈけられない。ۛ年 STEAM 教育5に対しては様々
な研究もみ、教育現でۅ的に導入されている。教科
間の連携をਦる STEAM 教育であるが、初はＡがない
STEM 教育から࢟まった。Science(科学)、Technology (ٗ
術)、Engineering(学)、Mathematics(数学)を統合的に学
習する STEM 教育に、ߍに Arts(芸術を表すアーツ Arts、
及び教養を表すリベラル・アーツ Liberal Arts)を統合した
教育घ法が STEAM 教育である。

1990 年代に࢟まった STEM 教育はࠅ際ڟ૬力を高め
る為、科学ٗ術人材の育成を目的とした教育ࡨとして
目された。しかしながら、STEM だけでは収束思考に陥り
がちになり、それに Arts を加えることにより拡散思考が
加わり創造的な発想が生まれるとされた6。その為の実践
である「横断する学習」によって児童や生ైの視を広げ、
創造性を発達させるための様々な試みがなされている7。
日本に於いては、「STEAM 教育」は通 STEM の割合が
॑要視されるܑがあり、Ａの੮ओ性の開がە٦の問題
と言われている。子ども達の年ྺが上がるに STEM 教
育の中に Arts が自ષに༧合して相互的なӪڻ力を発ضで
きるような試みがච要と言える。
にはືݭ STEAM 教育と「(音楽科と)他教科との統合」

は、全に同一であるとはいえない8。本論では、STEAM
教育が有するଈ面としての「音楽科と他教科との統合」に
ついてफ़΄てΑきたい。

̐ɿ̑ɿߨ文Ͷͯ͏ͱ

「STEAM 教育」及び「他教科との関連」に関しての
研究は様々な؏点からשめられている。荒川(2022)は音楽
科における STEAM 教育の؏点から、《翼をください》(山
上࿑作詞 ଞҬඛ作曲 1971)、《ハンガリー舞曲第̓
番》(J.Brahms 1867)を取り上げ、楽曲内のテンポの変化

を多面的にଌえたものをグラフに化させて数学的に表
している(Arts の Mathematics 的な分ੵ)。永守(2011)は
STEAM 教育に関する座談会「音楽科と他教科の連携」で、
STEAM 教育の概念をݒ築に例えている。ౖୈが、多ز
(Science、Technology 、Engineering、Arts、Mathematics)
にわたっているΆど基൭がݐとなり、上に築いてΑくݒ
も創造性を持ってݒ築できるという内容である。また、
同座談会の中で、加藤(2011)は、音楽科は「৯Ξな教科の
জになりえる」とफ़΄ている。これらは、Ϣークマン(G. 
Yakman)の STEAM 教育のピラϝッχ型ਦܙと共通した
「ർᄽ」であると言える(ਦ̐)。ਦ̐はౖୈの広さを元に
発展してΑく可能性として視ְ的にも実感できる。

STEAM教育という言葉が使用され࢟めたのは 2006-2008
年であるが、同様の内容を「他教科との連携」に関する研
究で小島(1999)は৪の育成に例えてफ़΄ている。いずれ
の合もౖୈやౖৗのݐさ、かさがより大きな発展の
可能性にܪがるという点が共通している。

また大谷(2021)は、「ありたいࢡの創造・探ٽ(拡散的
思考に基Ͱく創造)」として、まずＡ(Arts)を、そこから
E(収束的思考に基Ͱく創造)を経て、STM で「ある΄きࢡ
の創造・探ٽ」へとࢺる考え๏をࣖしている。

尾崎・小助川(2019)は࿁ଢの「花」を題材に中学
校で発問の導入効果を論じ、中学校で学習していることが
実際には社会に対しどのように生かされているか、生ైの
ϭークシートの言葉を取り上げて、横断する学習について
फ़΄ている。STEAM 教育、他教科との連携、いずれの
合も拡散的思考の育成に可ܿなものとして音楽科をଌ
えている。
では、実際には教ҽ養成課ఖの学生は「各教科との関連
性」をどのようにとらえているのであろうか。

ਦ̐ϢʖέϜϱͶΓΖ STEAM ܙүϒϧϝρχਦگ
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̑ɿࣰભྭͳ͢ͱʰτηφୌʱٶ;ָਫ਼մܑ

̑ɿ̏ɿଠگՌͳ౹ୌͳմੵ

教育現で「他教科との統合」を実践する為の基൭の一
つとして、2022 年 10 月にΨンライン上で「テスト問題」
を設定した。今回は試験的試みとして、小学校学習内容中
心の問題を設定し、意取り組みとした。2022 年 10 月～
12 月のغ間に 127 名中 38 名(29.9ˍ)のմ答があった。内
༃は、①発達教育学部教育学科教育学専ߊ(以Ծ教育学専
ܯとする)(ච修/A)ߊ 101 名中 24 名(23.8ˍ)、②発達教育
学部教育学科音楽教育学専ߊ(以Ծ音楽教育専ߊとする)、
及び発達教育学部児童学科(以Ծ児童学科とする)(મ/
ܯ(̙ 26 名中 14 名(53.8ˍ)である。Ａと̙のմ答率にࠫ
があるのは、Ａにർ΄て̙はમས修でであり、初めから
音楽に関して関心が高いこと、かつ音楽教育専ߊや児童学
科など音楽の専門性が高い学科の学生がས修し、音楽関連
の授業に関してはർֳ的༪裕を持ってणߪできる為、意
の課題に取り組む༪裕があることがݬҾであったとජं
は考える。
テスト問題は【他教科との統合にチャレンジしようʄ】

のタイトルで、算数、理科、ࠅ語、社会、ࠅ語の̓問を
設定した。また目҈として制ݸ時間は 30 分としたが、何
回でもチャレンジ可能とした。

න 1 ଠگՌͳ౹ୌᶅ

1.【算数/(数学)】演奏時間はʃ(ܯ算問題)

設問内容ʁଐ度指定が⽅=60 とします。

どちらの曲の演奏時間がどれだけ長いでしΒう。

最初から最ޛまでଐ度に変化はないものとします。

① 4 分の 4 ധ子 32 小ઇ ② 4 分の 3 ധ子 40 小ઇ

⽅=60 は 1 分間に四分音ෘをつ回数によるଐ度指ࣖ
である。つまり 1 分(=60 භ)÷60ʤ回ʥ=１ʤ回/භʥ、
1 භ間に 1 回四分音ෘをつଐさとなる。
4 分の 4 ധ子は 1 小ઇ中に 4 分音ෘ 4 個分、̒ 分の̑ധ子
は 3 個分の長さを持つ小ઇであるので、
① 1×4×32=128
② 1×3×40=120

128-120=̖     答え①が 8 භ長い演奏時間
という式とԢえが「正մ」となる。これは⽅=60 という表
記が何を指しているのかという音楽記号への理մ、ധ子の

ҩいによって１小ઇの長さがどれだけҩってくるかとい
うധ子記号への理մ、それらを基ેஎ識とした立式・ܯ算
を要ٽされる問題である。この設問に関しては、ܯ算間ҩ
いや、問題の主ࢭを正しく理մせずに「①」など番号だけ
を答えたմ答、長さをභでなく「8 小ઇ長い」などの
全なմ答がඉに多かった(部分正մとした)。音楽の基ે
的なಣො能力と音楽記号のஎ識、つまり音ෘの長さやധ子
といった演奏する上で可ܿなஎ識と算数のܯ算の組み
合わせであるが、全なմ答の多さに関してはࠅ語のಣ
մ力も関連していると分ੵできる。

න 2 ଠگՌͳ౹ୌᶆ

2.【理科】月(݂ດめ問題)

設問内容ʁ共通教材に《うさ͙》(第 3 学年共通教材)がありま

す。9

うさ͙は「月見てる」と歌詞にありますが、ը々はなͧ月

のཬଈを見ることができないのでしΒう。

月はஏځに対して( ① )も、月自ਐの( ② )もΆぼ 1 か

月です。なので同じֱ度ずつҢ動と回がًこるので、いつ

も同じ面しか見れないのです。

小学校歌唱共通教材、第̑学年の《うさ͙》に関連して
「月」について考えることを目的とした問題を出した。こ
れは、Άぼ全ҽが正մ(①ޮ②自)であった。(ऑױ名、
回、ཬଈなどというմ答があった)。ޛ日、授業内に於
いて、「子どもに月の自・ޮを説する๏法」につい
ての実践を行った。学生は理論としては理մしているが、
子どもに理մできるような説๏法については、適な言
葉と例を用いることがࠖೋであった。この設問は、音楽的
ٗ術を高めるというよりは、音楽๏面からのアϕローチで
他教科(理科)への理մを深める例としてѽった。

න̑ ଠگՌͳ౹ୌᶇ

言葉の意味を考えようʄ(フリーテキスト)【語ࠅ】.3

設問内容ʁ第 6 学年共通教材の《おぼろ月夜》10について考え

ましΒう。

①おぼろ、の意味を答えましΒう。

②なのはなばたけに いりͽ うすれ みわたす やまのは

かすみかし

の、「やまのは」、を漢字で書きましΒう。
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小学校歌唱共通教材、第 6 学年の《おぼろ月夜》を題材
とした。漢字を使用することで、改めて歌詞の意味を正し
くとらえることを目的とした設問である。①「おぼろ」(漢
字ではᐕ)に関しては、մ答した学生は、Άぼ大意に於い
ては正մであった。「くすΞだ」なども正մのҕとした。
②の、歌詞を漢字仮名交じり文で書くという問題では、何
人かが、「山の」でなく「山の葉」と「葉」で答えてい
た。また、「スΩイライン」と答えていた学生もいた。歌
詞の意味を正しくଌえるච要性を感じる例である。Ψンラ
インմ答ܙ式であり、調΄てから書いた学生も多いと思わ
れるので「山の」に関しては、想定していたよりも正մ
ंが多かった11。「改めて、このように漢字で書くことが
分かった」というコメントの学生もいた。歌詞の漢字を正
しくѴすることで、ࠒめられた意味に対する理մが深ま
り、歌唱時のアクセントやブレスも変化する。それによっ
てより高度な表現が可能となることを、この例で学生は実
感していた。

න̒ ଠگՌͳ౹ୌᶈ

4.【社会】いつの時代ʃ

設問内容ʁ࣏の作曲Պの中で、日本だとރߒ時代に生まれた

人は୯でしΒう。全ҽ書きましΒう。

① バッハ(《̞ત上のアリア》など)

② シϥϏン(《ӵ雄ポロϋーθ》など)

ᶇ ベートーϲェン(《第 9 交ڻ曲》など)

ᶈ ϠーツΟルト(ΨϘラ《ຒధ》など)

この問題に関しては正մ率が低かった。中学校では本֪
的にྼ࢛分を学習するが、世ֆ࢛と日本࢛の関連性の
Ѵが੮ओであるという݃果となった。J.S.バッハ(J.S.Bach、
1685-1750)、F.シϥϏン(F.Chopin、1810-1849)、L.v.ベー
トーϲェン(L.v.Beethoven、1770-1827)、W.A.ϠーツΟル
ト(W.A.Mozart、1756-1791)の生ஂからງ年までを含む活
動غ間は、バッハஂ生の 1685 年からシϥϏンງの 1849
年である。ރߒປැ開ැ(1603)―大ๆؒ(1868)であるの
で、①～ᶈは全ҽがރߒ時代の生まれとなる。学生に聞き
取りをしてみると、バッハなどは「大昔の人」というイメ
ージが大きく、日本࢛にলらし合わせてみた合でも「大
昔」といったイメージでとらえていた。クラシック音楽12

と言われる音楽ジャンルの作曲Պの多くが、日本࢛上では
Ͱいたもよـ時代以降の生まれであることに改めてރߒ
うである。学生の持つྼ࢛識を念頭に、世ֆ࢛の中での
作曲Պの時代をॐのライン、世ֆ࢛と日本࢛を対ർした上
でのஏ理的Ғ置を横のラインとしてྈंを݃び付けて
Ѵするච要性をජंは強く感じた。

න 5 ଠگՌͳ౹ୌᶉ

5.【ӵ語】どれがӵ語の歌ʃ

設問内容 ʁ小学校でӵ語の歌を歌うことも多いです。

さて、どれがӵ語ݏで生まれた歌でしΒう。

① 《キラキラ》

② 《ΞΞΞ》

ᶇ 《Φーデルϭイス》

この設問に関しても正մ率が高くなかった。どの曲も༰
ঙ時よりළൡにࣘにする有名な曲であるだけに、改めてど
の曲がӵ語ݏ生まれの歌であるかを意識するؽ会がなか
ったのではないかと考える。̡ サΤンχ・Ψブ・ϝュージ
ック はrΨーストリアが舞ୈであるが、アメリΩ制作であ
るので、正մはᶇの《Φーデルϭイス》となる。しかし他
の 2 曲をમΞだ学生が多かった。学生にとって聞きなじ
みのある曲は、ໃ意識に「ӵ語の曲」と感じているܑが
見られた。
設問１～̓に取り組Ξだ学生の意見としては、「自分で

問題に取り組Ξでみて、思っていたこととҩうというのが
改めてわかった」というコメントが多かった。また、「こ
のように音楽と関連した問題を、実際に小学校(中学校)で、
学年の理մ力に合わせて出してみたい」、「音楽という
りから他教科に取り組Ξだ合、改めて発見できたこと
も多い」というコメント13があった。

̑ɿ̐ɿگՌͶΓΖਜ਼մܑི

に各設問の正մ率について分ੵする。Ҿみにこの「テ࣏
スト」は̑ɿ１ɿでफ़΄た通り取り組みは意である。ས
修ं全ҽのචਤ課題とした合には正մ率の低Ծはඈけ
られないであろう。また、設問１～̓に関しても、取り組
Ξだ学生全ҽが全問をմ答したわけではない。າ回答の設
問がある学生もいる。
設問のೋҝ度設定であるが、̑ɿ１ɿでफ़΄たように今
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回は̓問とも小学校で学習する内容を基६として出題し
た。しかし大学生であっても 100ˍの正մがಚられなかっ
た。これに関しては音楽科との統合というܙでの出題によ
り、ಣみմく際にࠠཛྷを感じたことが正մ率の低Ծの一Ҿ
ではないか。だが数教科間での取り組みであるからこそ
確実な理մ力の有ໃが試されるとජंは考える。
各設問に関する正մ率は以Ծの通りである(表̔)。設問

1 に関しては全մ答率をࣖしている。部分正մも入れる
と設問 1 の正մ率は 89.19ˍとなるが、問題の意ਦを正確
にಣみմくという点から全正մを対েに正մ率を算出
した。設問̒、̓は部分正մなしとした。

ਦ̑は表 6 の正մ率をグラフ化したものである。ਦ̑
に見られるように、正մと部分正մを合わせたܙであれば、
設問１～̑はどれも正մ率は 80ˍୈである。ർ΄て設問
̒、̓の正մ率が 50ˍޛという݃果になっている。設

問̒、̓は年代(作曲Պの生まれた時代)、ஏ域(どこのࠅ
の曲であるか)への横断的なஎ識を持つことがච要とされ
る内容である。
以上の点からも、改めて音楽科と他教科を関連付けた学

習に取りくむච要性を感じた。STEAM 教育で言及される
横断的な学習に着目し実行することは、児童や生ైの広い
視を育むघ助けとなるとජंは考える。
なお今ޛは、今回のテスト問題に取り上げなかった教科、

また中学校では各分にࡋ分化された内容を見ੀえた問
題を௧加してΑく予定である。今回の Web をཤ用したテ
ストܙ式の設問の他にも、学生は授業内において様々な
「音楽と他教科との統合実践例」に取り組Ξだことを付け
加えておく。

̒ɿΠϱίʖφࠬੵ

̒ɿ̏ ɿঘָߏͶ͕͜ΖଠگՌқࣟࠬർֳͳ

ੵ

教ҽ養成課ఖの学生が「小中学校の授業の中での音楽と
他教科との関連性」をどのようにとらえているかを調査す
る為に、Ａ、̙の学生を対েとして、2022 年 12 月 8 日～
9 日、第 11 回授業日にアンケートを実施した。Ａで 101
名中 51 名(50.5ˍ)、̙で 26 中 20 名(76.9ˍ)、合わせて
55.9ˍの回答をಚた(入力は日中意の時間としたので、
າ入力の学生が 44.1ˍいた)。
ۛ年「小中連携」14に関する様々な取り組みがਬされ

ているが、小学校と中学校、各々における音楽科と他教科
へのଌえ๏へのࠫҡのࡑり๏をѴする為に、設問は小中
学校を分け、それぞれについて統合しやすい教科について
のアンケートを行った(表̕)15。

表̕アンケ―ト設問

アンケート と他教科の関連性についての意識調査―音楽と他教科の統合についてー

１.小学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教科は何ですか(数回答可)。

①算数 語ࠅ② ᶇ社会 ᶈ理科 ᶉࠅ語 ᶊਦժ作 ᶋՊఋ ᶌର育 ᶍ音楽は(他教科と)関連Ͱけるච要がない。

̐.中学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教科は何ですか(数回答可)。

①数学 語ࠅ② ᶇ社会 ᶈ理科 ᶉࠅ語 ᶊඔ術 ᶋٗ術Պఋ ᶌฯ݊ର育 ᶍ音楽は(他教科と)関連Ͱけるච要がない。

3.設問̐で数学と答えた人へ。中学校数学と音楽が統合しやすいと考える分を答えてください(数回答可)。

①数式 ②ਦܙ ᶇ関数 ᶈ確率・ฑۋなど

4.設問̐でࠅ語と答えた人へ。中学校ࠅ語と音楽が統合しやすいと考える分を答えてください(数回答可)。

ਜ਼մ ෨ਜ਼մ ਜ਼մ մ૱਼ ਜ਼մི
અ̏ 14 19 4 37 37.84%
અ� 28 2 5 35 80%
અ� 30 2 4 36 83.33%
અ� 17 20 37 45.95%
અ� 21 16 37 56.76%

න̔ ֦અਜ਼մི

ਦ̑ ֦અਜ਼մི
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①現代ࠅ語 ②古典 ᶇ書ࣺ

5.設問 2 で社会と答えた人へ。中学校社会と音楽が統合しやすいと考える分を答えてください(数回答可)。

①ஏ理 ࢛ྼ② ᶇޮ

6.設問 2 で理科と答えた人へ。中学校理科と音楽が統合しやすいと考える分を答えてください(数回答可)。

①理 ②生 ᶇ化学 ᶈஏ学

7.設問 2 でٗ術Պఋと答えた人へ。中学校社ٗ術Պఋと音楽が統合しやすいと考える分を答えてください(数回答可)。

①ٗ術 ②Պఋ

8.設問 2 でฯ݊ର育と答えた人へ。中学校ฯ݊ର育と音楽が統合しやすいと考える分を答えてください(数回答可)。

①ฯ݊ ②ର育

９.小学校で「音楽」だけで授業を行った合、あなたが考えるメリットを答えてください。(自༟ජ記)

10.小学校で「音楽」だけで授業を行った合、あなたが考えるデメリットを答えてください。(自༟ජ記)

11.中学校で「音楽」だけで授業を行った合、あなたが考えるメリットを答えてください。(自༟ජ記)

12.中学校で「音楽」だけで授業を行った合、あなたが考えるデメリットを答えてください。(自༟ජ記)

まず、小学校と中学校で統合しやすい教科のࠫはଚࡑする
のかという点について分ੵする。上記アンケートの中の設

問 1、̐にあたる「音楽と他教科への統合」に関する意識
において、小中学校の対ർが࣏の表である。(表 8)

න̖ ঘָߏͶ͕͜ΖԽֺͳଠگՌؖ࿊қࣟ(અ̏ɿ̐)

１ɿ小学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教

科は何ですか。(数回答可)       

̐.中学校の教科であなたが音楽と統合しやすいと考える他教

科は何ですか。(数回答可)         

教科 人数(૱数 177) ˍ 教科 人数(૱数 167) ˍ

① 算数 12 6.8ˍ ① 数学 5 3.0ˍ

② 語ࠅ 18 10.2ˍ ② 語ࠅ 27 16.7ˍ

ᶇ 社会 14 7.9ˍ ᶇ 社会 12 7.2ˍ

ᶈ 理科 6 3.4ˍ ᶈ 理科 9 5.4ˍ

ᶉ 語ࠅ 40 22.6ˍ ᶉ 語ࠅ 44 26.3ˍ

ᶊ ਦժ作 31 17.5ˍ ᶊ ඔ術 26 15.6ˍ

ᶋ Պఋ 1 0.6ˍ ᶋ ٗ術Պఋ 4 2.4ˍ

ᶌ ର育 55 31.1ˍ ᶌ ฯ݊ର育 39 23.4ˍ

ᶍ 音楽は関連付け

るච要がない

0 0ˍ ᶍ 音楽は関連付け

るච要がない

2 1.2ˍ

˛1 Ғ˛2 Ғ˛3 Ғ

表 8 に見られるように、小学校において「音楽と関連付
けたらよい」、「統合しやすい」と学生が感じた教科は、
ᶌର育(31.1ˍ)とᶉࠅ語(22.6ˍ)がಧ出して多かった。
特にᶌは音楽と関連付けての学習のච要性を強く感じて
いる学生が多い。これは、小学校では「音楽を演奏する時
にはਐରを動かして表現することが多い」、「ର育の時間
に音楽を流してӣ動することが多い」などの理༟でྈंに

共通点を感じているからであるとජंは考える。ᶉに関し
ては、小学校でのӵ語教育の導入により、ӵ語歌に取り組
むؽ会がଁ加していることがݬҾであると考えられる。ٱ
にᶋՊఋ(0.6ˍ)は「関連Ͱけられる」と考えた学生がຈど
いなかった。またᶍ「音楽は関連付けるච要がない」(0ˍ)
と答えた学生は̎名であり、小学校教育に於ける音楽科と
他教科の統合については、回答した学生全ҽが「ච要であ
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る」と感じている݃果となった。また、いわΑる主要教科
と言われている教科の中ではᶈ理科が低く(3.4ˍ)学生が
音楽と理科との۫ର的な統合の๏法に॰していること
が見てとれる。
・に、学生は、中学校における音楽と他教科の関連性࣏

統合のしやすさについてはどのように感じているのであ
ろうか。中学校に於いても、統合しやすい教科と考えられ
たのは小学校と同じくᶉࠅ語(26.3ˍ)及びᶌ(ฯݧ)ର
育(23.4ˍ)である。ୢ し小学校の合にർ΄て 1 Ғと 2 Ғ
がٱしている。中学校になってࠅ語のˍがଁえたのは、
ӵ語歌などを歌うことは元より、本֪的に hearing、
reading、grammar が学習内容となる為、音楽をཤ用する
ことでリθϝΩルにӵ語習ಚができるからではないか。こ
れに関してはߍなるৄݗがච要とされる。②ࠅ語(16.7%)、
ᶈ理科(5.4%)、ᶋ(ٗ術)Պఋ(2.4%)に関しては中学校の

๏が統合しやすいと感じている学生が多い。②に関しては、
歌詞の内容への理մ、文হを࿗ಣする際のリθムなど、小
学校に引きକきච要とされる「言葉に対する音楽的要ો」
を強く感じている為と考えられる。ᶋに関しては、「ٗ術」
がついたことによって割合としては 4 ഔになっているの
であるが、その内༃がචずしも、全てが「ٗ術」にرるも
のと断言できない。今ޛの課題として、どのような部分で
統合しやすいと感じたのか、調査がච要とされる。
小学校にർ΄て大きくにݰঙしたのは数学であろう。①

算数(6.8ˍ)から①数学(3.0ˍ)になって、「関連性を感じ
る、統合しやすい」と考える学生が小学校のൔ分以Ծの݃
果となった。これは̒ɿ̐ɿでޛफ़のように、算数から数
学に変わったことによって、学習す΄き内容が一変するこ
とにもよると考えられる。

Ͷන̖ΝήϧϓԿ͢ͱΊΖɽ࣏

  
ਦ̒ঘָߏͲԽֺͳ౹͢Ώͤ͏ͳ͓ߡΖگՌ       ਦ̓ ָߏͲԽֺͳ౹͢Ώͤ͏ͳ͓ߡΖگՌ

ਦ̒とਦ̓を同数に置換してർֳする(ਦ̔)。 ਦ̒、ਦ̓をർֳすると、ࡋ部ではࠫҡはあるものの、
全ରのグラフϏターンとしては類ࣇしていると言える。小
学校と中学校では大まかには「統合しやすい、統合しにく
い教科への意識」は大きく変化していないと言える。
小学校よりも割合がଁ加しているものに、ᶍ音楽は関連

付けるච要がない、ᶋٗ術Պఋ、②ࠅ語、ᶇ理科、ᶉࠅ
語、があるが、̎ˍからଁ加したᶍは別として、大きくଁ
加しているのは②であろう。これは古典の学習の開࢟も大
きい。
ঙしているのが、①数学、ᶌฯ݊ର育(小学校とݰにٱ

ർֳして 4 分の̑にݰঙはしているが 2 Ғである)、ᶇ社
会、ᶊඔ術である。①はफ़したように学習内容が大きく
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変化し分別の取り組みが専門的となる。生ైも思考回࿑
の変化に対Ԣすることにࡶされる。ᶇはݰঙしたとはい
え、大きなࠫҡは見られない。ᶊのݰঙであるが、同じ芸
術であるので、もっと互換性を感じる学生が多いと想定し
ていたが、ٱにݰঙした。これは小学校では๏が取り組
みを৭りࠒみやすかった教科であったのに対し、中学校で
は「ྈंはಢ立した専門性を有した学習内容となった」と
感じた学生が多かった為であろう。̒ɿ̑ɿにおいてޛफ़
するが、中学校では音楽を「より専門的になった」と感じ
る学生が多かった。ᶌもݰঙしているが、ޛ出グラフに見
られるように、「ର育」に関してはೣろ大きなଁ加ܑに
ある。ฯ݊ର育に関するݰঙは「ฯ݊」の分に対する݃
果と言えよう。

̒ɿ̐ɿָߏͶ͕͜ΖพͶ͕͜Ζқࣟࠬੵ

に、中学校の各教科内での各単元・分(以Ծ分と࣏
表す)についての意識調査の݃果をफ़΄る。中学校では各
教科内での分別学習が確となる。各分と音楽科との
関連性について学生はどのような意識を有しているのか
をർֳ分ੵした。なお今回のアンケートでは、分が確
である教科(数学、ࠅ語、社会、理科、ٗ術Պఋ、ฯ݊ର
育)を対েとした。また、各分への意識の持ち๏のみを
調査し、۫ ର的な統合例に関する調査は今ޛの課題とした。

න 9 ਼ָՌͶԛ͜Ζพқࣟ

3.設問̐で数学と答えた人

中学校数学と音楽が統合しやすいと考える分を答

えてください。

分 人数(૱数９) ˍ

① 数式 4 44.4%

② ਦܙ 3 33.3%

ᶇ 関数 1 11.1%

ᶈ 確率・ฑۋなど 1 11.1%

˛1 Ғ

特としては、①「数式」、②「ਦܙ」と言った、小
学校のԈ長ત上ともいえる分は統合しやすいと感じて
いる。2 分を合わせるとおよそ 78ˍになる。ᶇ「関
数」やᶈ「確率」など、中学校から学習が࢟まったた
な分に関しては統合しにくく感じるようである。ᶇや

ᶈに関しては、まず分の理մが݀であると学生は感
じている、とජंは考える。

න 10 ՌͶԛ͜Ζพқࣟޢࠅ

˛1 Ғ

特としては、②「古典」がൔ数をઐめている。これは、
「古典」と「古語を使用した歌唱曲」の関連を意識できる
ようになった݃果と考えられる。これに関しては۫ର的な
もΆぼൔ数をઐめてい「語ࠅ現代」①。がච要であるৄݗ
る。①②をॄ༁すると、中学校での歌唱に於ける言葉の॑
要性を強く感じていることがうかがわれる。ᶇ「書ࣺ」に
関してはຈどの学生が関連性を感じなかった。

න 11 ऀճՌͶԛ͜Ζพқࣟ

5.設問 2 で社会と答えた人

中学校社会と音楽が統合しやすいと考える分を答

えてください。

分 人数(૱数 19) ˍ

① ஏ理 7(名) 36.8%

② ࢛ྼ 11 57.9%

ᶇ ޮ 1 5.3%

˛1 Ғ

大きな割合として②「ྼ࢛」が 6 割ۛくをઐめている。
これは音楽࢛的な学習が中学校になってଁ加したことで、
との関連性を強く感じる為であろう。①「ஏ理」も࢛̒ྼ
割ओがච要と考えられており世ֆ各ࠅ、ஏ域性のある音楽
にৰれるؽ会がଁ加する為と考えられる。①②を合ܯして
時ܧ列やۯ間的なѴとの関連性を感じていると言える。
࣑にᶇ「ޮ」はあまり関連性を感じられていない。ٱ
的な内容と音楽の関連はච要であると学生は考えてい
る。

4.設問̐でࠅ語と答えた人

中学校ࠅ語と音楽が統合しやすいと考える分を答

えてください。

分 人数(૱数 34) ˍ

① 現代ࠅ語 16(名) 47.1%

② 古典 17 50%

ᶇ 書ࣺ 1 0.3%
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න 12 ཀྵՌͶԛ͜Ζพқࣟ

6.設問 2 で理科と答えた人

中学校理科と音楽が統合しやすいと考える分を答

えてください。

分 人数(૱数 12) ˍ

① 理 4(名) 33.3%

② 生 4 33.3%

ᶇ 化学 3 25.0%

ᶈ ஏ学 1 8.3%

˛1 Ғ

同列 1 Ғで①「理」と②「生」が同数の݃果となっ
た。②に関しては生をѽった楽曲も多くଚࡑし、想定内
と言える。①をどのようなܙで音楽と統合させるのか、
STEA̤教育の中の、Science(科学)、Engineering(学)に
も関連した意識であるとਬ測できるが、ࡋについては、
調査を今ޛめてΑくච要がある。ᶇ化学も一定数ଚࡑす
る16。ᶈஏ学に関しては現য়では関連性を強く感じていな
かった。

න 13 ٗढ़ՊఋՌͶԛ͜Ζพқࣟ

7.設問 2 でٗ術Պఋと答えた人

中学校社ٗ術Պఋと音楽が統合しやすいと考える分

を答えてください。

分 人数(૱数 3) ˍ

① ٗ術 2(名) 66.7%

② Պఋ 1 33.3%

˛1 Ғ

中学校になって①「ٗ術」が②「Պఋ」のഔの割合とな
っている。「ٗ術」という言葉からの連想で STEAM 教育

の中の Technology(ٗ術)という言葉を学生はイメージし
た可能性がある。実際には、中学校において「ٗ術科」が
どのように「音楽科」と関連していると考えているのかを
調査するのは今ޛの課題である。

න 14 ฯ݊ରүՌͶԛ͜Ζพқࣟ

8.設問 2 でฯ݊ର育と答えた人

中学校ฯ݊ର育と音楽が統合しやすいと考える分

を答えてください。

分 人数(૱数 39) ˍ

① ฯ݊ 0(名) 0%

② ର育 39 100%

˛1 Ғ

݃果が確に分かれて②「ର育」が 100ˍという݃果と
なった。②と音楽の関連性を大きく評価しながらも、①「ฯ
は要と考えることによって全ରとしての割合が小学「ݧ
校よりもݰঙした例である。
全ରを通して分ੵすると、分別へのアンケートを行っ

た݃果、「音楽との統合がしやすい」と答えた分でのݬ
Ҿが確なものもあれば、いかなる理༟をもってこの݃果
にࢺったかということが想定しにくいものもあった。今ޛ
の課題として、各分において「統合しやすい」としたݬ
Ҿ及び統合の۫ର例の調査がච要と言える。

̒ɿ̑ ɿଠָՌͳ౹ͶଲͤΖϟϨρφͳυϟϨρφ

қࣟࠬͳੵ

に設問࣏ 9～12 に於いて「統合をせずに、音楽だけを学習
した合」のメリットとデメリットを、小学校及び中学校
を別個に設定し、自༟ජ記のアンケートを行った(表 15)。

න 15 ԽֺΊͲָसͪ͢ϟϨρφʀυϟϨρφ(ൊਰʀݬ文ϜϜ)

設問 9(小学校・メリット)

音楽活動にॄ中できる。音楽のોらしさをより実感しやすい。ۅ的に音楽に取り組むことができる。音楽がۦघな児童が他教

科への学習意ཋをԾげることがない。音楽的な感性が研͙ੇまされる。९ਰに音楽を楽しむことができる。எ識がࠠ͡ることがな

い。日本のఽ統的な音楽などにしむことができる。音楽の授業がঙないので 1 回 1 回が॑ي。音や音楽そのものにࣘをܑけられ

る。ೋしく考えることなくただ、音楽を楽しむことができる。専門性やஎ識がより深まる。感ण性がかになる。

設問 10(小学校・デメリット)



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）増刊号

─ 1�� ─

―10―

音楽を単ରとしてしかとらえられない。ॄ中力がକかない子がいる。音楽をච要と考えている子にはୂ۸でໃମな時間とणけ取

られかない。ۦघな人には価を見出せない。学びを日生活や他教科に生かすことができない。ただただ「楽しい」だけの授

業になってしまう、楽しいのはいいことだけど༣びにきているわけではないから。実生活に活かしͰらい。音楽の成り立ちやഐܢ

を深く考えられない。ハーϠωーやリθムのۋ一さを間ҩいとして評価してしまうこと。音楽にৰれて感じたことを言葉やର、

ֈなどで表現することができるのにそれができない。感じたままに表現する๏法がঙなくなってしまう。ීڋの高そうなものとし

て識されてしまう。音楽でಚたஎ識を活かす面がঙなくなる。音楽がਐۛにあれていることにـͰきͰらい。理մがછい表

面的な学習になってしまう。音楽は社会に出た時に実用性にܿけるというһেを持ってしまう。

設問 11(中学校・メリット)

専門的な授業が行いやすい。音楽にॄ中できる。世ֆの音楽や自分のஎらない世ֆについてஎることができ視を広げることがで

きる。小学校とはҩい、歌い๏や声の高さのも広がったので歌うことのできる曲のが広がる。思春غに入りൕ発的な生ైでも

授業に取り組みやすくなること。学څ୴の授業でないことも相まって時間にメリハリを感じることができる。多感な時غに様々

なʲ感情ʳが入りࠠじった音楽にৰれることで、自分にرりశう何かを見つけたり、発散する何かを見つけたり、和性を感じた

りと言ったことができる。子供たちがणけਐのߪ義๏法でՍな時間をգごすことなく楽しく授業をणけることができる。協調性や

表現力がਐにつく。音楽がಚ意な生ైがきてしまう。他教科のۦघをれることができる。ห強のଋൊきになる。そもそも「音

楽だけ」で授業をおこなうことはむつかしいと思う。

設問 12(中学校・デメリット)

多面的な考えを取り入れることができず、芸術的な؏点にった一วౙな教科になってしまう。音楽ܧの学校のච要性や他教科の

れることができない。音楽でਐに着けたஎ識が実際にどう活かせるの味がമれること・੫かな所で座って੫かに聞く授業にڷ

かஎらないままशわってしまう。そのだけの音楽になってしまう。音楽について学ぼうとしても持っている語ኰのঙなさにより

支্をきたすと考える。変声غの問題が出てきて対Ԣにࠖることがある。音楽にڷ味がない人には全くおもしろくない、ڷ味がわ

かない教科になってしまう。ਦܙ楽ොなど他教科と統合したものの学習ができず、৵ばせる表現力のがݸられてくる。合唱コン

クールなどのイベントで他の生が関༫しにくい。他教科とのܪがりを感じられない。ಚ意・ۦघがはっきり分かれてしまう。音

楽の学習意ཋにࠫが生まれる。世ֆのࠅ語の音楽やξンスと音楽、表現ӣ動など関連付けて学習できることがもったいない。ण

験にけて基ેஎ識もしっかりと学びたいと感じている生ైにとって൧わしいものに感じられること。専門எ識が多いためどこか

ೋしくてݐいһেになる。છい授業になってしまうこと。成の為に学ばなければいけないものと識してしまう。多用な考え๏

ができない。教えるの一๏通行になってしまう。音楽への意ཋが低くなってΑく中で音楽れがむかもしれない。授業で習う音

楽のஎ識を活用する面を想することがೋしい。他教科との分断、他教科と組み合わせることで初めて能力が開花する生ైの能

力を正に評価することができない。ְにབったリθム感ְしか持つことができなくなる。各ࠅの音楽ができたྼ࢛的ഐܢやஏ

理的ഐܢをܪげて考えられない。

アンケートの回答を૱括すると、音楽だけを学習した
合のメリットとして、「ॄ中できる」、「感性が研͙ੇま
される」、などがڏげられている。小学校では、「音楽そ
のものの成長」、中学校ではそれに加えて、「音楽そのも
のを通して人間として成長できる様々な点」に点がて
られている。また音楽だけを学習した合のデメリットと
して、小中学校共に「音楽の൜用性を௷している」、「多
ֱ的なものの見๏ができない」、などがあった。メリット
に関しては「ॄ中性」、デメリットに関しては「視の拡
大の֒」に関する言及が多かった。またڷ味深い意見と

して、デメリットとして「音楽を他と関連付けないなΞて
ରない」「楽しいだけでशわりかない」等という意見
があった。
これらをॄ༁すると、メリットは、小学校では「ॄ中」

「࿇ຑ」、中学校ではそれに加えて「専門的な習ಚ」がڏ
げられる。対して、デメリットは小学校、中学校ともにコ
メントྖも多く、ϲΟラΦティーにΞだ回答となってい
るが、「音楽であれ、他教科であれ、ۦघ意識のࠂෲをṤ
回するघ立てがない」、「一律的な内容になってしまい、
多ֱ的なѴができない」と言った「拡散的思考にܪがる
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学習意ཋへのؽ会ࣨ」と言った点が多くڏげられている。
中学校では「専門的な学習」に関するコメントがメリッ

ト、デメリットどちらの合にもڏげられているが、専門
的になるからこそ、音楽だけの授業の取り組みがメリット
であると感じる合とデメリットであると感じる合に
分かれている。また、小学校についてよりも、中学校につ
いての๏が๏への言及がより多く、統合学習に対する問
題意識は中学校での学習に対しての๏が強く感じている
ことが見てとれた。いずれにしても、音楽だけを学習する
にせよ、他教科と統合するにせよ、それぞれのメリット、
デメリットを学生は感じていた。ໃ条݇にどちらが正しい
というۅ論にはࢺらないが、その上で全ରを分ੵすれば、
他教科との統合の有用性を学生は強く感じている݃果と
なった。

̓ɿࡱߡ

今回設定した「Web 上のテスト問題」は試験的な試み
であった。内容としては「音楽の要ોを通じて他教科への
理մを深める」という内容的ଈ面が強く「他教科を通じて
音楽への理մを深める」؏点としては多ঙओい。しかしޛ
日に行ったアンケートの「何をメリットと思うか、何をデ
メリットと思うか」との設問を加えてল査すると、音楽科
から他教科への働きかけで生じる有用性のみならず、「他
教科との統合により音楽の深い学習ができる」等、他教科
から音楽への働きかけで生じた有用性を念頭に置いたコ
メントを多く見ることができた。「音楽科から他教科」「他
教科から音楽科」といった、๏に連動する取り組みが
「横断する教育」となり、児童や生ైの意ཋの上にܪが
ると学生も考えている。教育現の指導として児童や生ై
がよりかな演奏表現に取り組む為には、音楽へのڷ味を
持つことが提条݇としてච要であり、その為には他教科
からのアϕローチが有効であると感じている݃果となっ
た。
「横断する学習」を実施する合には横断の為の拠点が


1 文部科学省ฑ成 29 年 7 月ࣖࠄ
2 ฑ成 10 年より「૱合的な学習の時間」が設けられるよう
になり、それにつれて、音楽と他教科との関わり合いも多
。的となったز

3 ஏ域のࡉ礼やఽ統芸能のؓৈなどが他領域との統合と言え
る。

ච要である。各教科における「拠点」として教科ごとの基
ેஎ識はචਤと言える。児童や生ైが音楽にڷ味を持つ為
には、まず率して指導ंが広ҕにって基ેとなるஎ
識やٗ能を習ಚしているච要性がある。基本எ識等がなけ
れば各教科間の連݃๏法が想定できず、また、それをԢ用
した展が持てないからである。指導ंଈが広ҕの基本
的なஎ識等をज़எし、それをԢ用しつつ๏性を有した
授業展開をすることで、児童や生ైも広い視を持って音
楽に対するڷ味が広げることができると言えよう。
味が広がれば演奏に於いても、よりかな表現に取りڷ

組むஊにむことができる。そしてよりかな演奏が可
能となればٱにڷ味もまたଁ大する。頭の「領域分ාと
ましいҢ動Ϗターン」(ਦ１)の領域ᶈからҢ動し領域①
の中での१が生じることとなる。そこにࢺれば「何を
演奏したいのか」「どのように演奏するのか」という点に
対する問題意識を持った上で表現にかい合うことがで
きる。表現としての音楽(演奏)を意識することで、可ٱ的
に「他教科との統合」の可能性も広がるとජंは考える。

͕ΚΕͶ

学生が、経験がঙなく統合実践例を想定しがたいという
点を考ྂして、今回のアンケートは「音楽科と他教科(分
)がどのように統合されているのかの۫ର例」までは設
問しなかった。また、Web 上のテスト問題も、ർֳ的؈ҝ
なレϲェルの内容を設定した。今ޛの課題として、「音楽
科と他教科が統合されていると感じた合の分別の۫
ର例」、「小中学校各学年の他教科との統合とڷ味の持ち
๏」の調査や、実践例テストを多くの教科にってೋҝ度
別に設定する等、より۫ର的な調査を行うのが課題と言え
る。
また、音楽科と他教科の統合だけでなく、音楽を使用し

て他教科に化した表現17への取り組みを行い、それに対
する学生のൕԢ(ڷ味の上তと演奏表現上達の関連性)を
調査する予定である。

4 初等科音楽教育法(2020)(音楽之友社 p.30 )
5 STEAM 教育という用語を最初(2006 年から 2008 年)に用
いたのはϢークマン(G.Yakman)であり、STEM と liberal-
arts との統合の組みをピラϝッχで表したものがஎられ
ている

6 Arts に関しては、Arts と liberal arts ๏を表すと言われて
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いる。liberal arts は、現代では「教養」を意味するが、古代

ギリシャ・ロ―マに源流を有し、「人が見につけなければい

けない学芸の基本」と見做されていた。欧州の大学制度に於

いては、文法学・修辞学・論理学の三学、及び算術・幾何学・

天文学・音楽の四科である。liberal arts が表す内容も時代に

つれ変遷しているが、現代での「教養」は所謂芸術も含め、

様々な内容を包括している。高等学校化学教師の経験を持つ

脳科学のスーザ(D. A. Sousa)と芸術教師であるピレッキ(T. 

J. Pilecki)共著「AI 時代を生きる子どものための STEAM 教

育」(日本語版 2017 年 幻冬舎メディアコンサルティング発

行)の中で、STEM は収束思考に陥りがちだが、それに

Arts(芸術などのリベラルアーツ)を加えると拡散思考が加

わり創造的な発想が生まれることを強調している
7 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供
たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学
びの実現～(2021)文部科学省 中央教育審議会答申

8 「STEAM 教育」は 5 領域それぞれが順列組み合わせ的に
相互関係を確立しているのに対し、「音楽科と他教科との
統合」は、あくまで音楽が主であり音楽を通じて他教科と
の関連を探る、もしくは他教科の関連から音楽への造詣を
深めると言った性質を持つ。

9 初等科音楽教育法(2020)(音楽之友社 pp.152-153)
10 同        (音楽之友社 pp.184-185)
11 例年,歌唱共通教材を取り上げる際、対面授業中に「おぼ
ろ月夜」の歌詞を漢字仮名交じり文で書かせると、多くの
学生が「葉」を使用する。

12 今日一般的に「クラシック音楽」と称されるものは「バロ
ック音楽」、「古典派音楽」、「ロマン派音楽」の時代を
指す。諸説あるが、バロック音楽と分類される時代は、１7
世紀初頭あたりからを指すことが多い。クラシック音楽で
の「昔」であるので、バッハの時代はクラシック音楽の時
代として学校で習う最初の年代になる。

13 コメントに関しては学生から生の声として聞き取りをし
た。

14 2015 年 6 月 17 日、小学校と中学校の９年間の義務教育
を一貫して行う小中 一貫校を制度化する学校教育法等の一
部を改正する法律が、成立した。これにより、小中一貫校
は同法第１条で「義務教育学校」という一つの学校種に規
定され、2016 年度から小中一貫教育を実施する学校として
創設されることにな った。

15 設問の設定に関しては、①【道徳】や【特別な活動】、小

学校低学年の教科【生活】(中学年以降は理科と社会に分か

れる)は設問から割愛した。また、②中学校では各教科の中

でより専門的な単元に分かれている為、一種類の教科の中

でもどの単元が関連性を感じるかという設問を行った。ま

た、今回のアンケートは教科としての「音楽」との関連で

なく広義での音楽と他教科に対する意識を調査する目的

で、アンケート欄には「音楽科」とせず「音楽」と表した。
16 これに関しては例年実践例として授業内で取り組む歌詞
作成課題で化学式の暗記などを取り上げた例が見られた
ことを付記しておく。

17 数字(円周率、フィボナッチ数列等)を旋律に置換する、
氏名や生年月日等自己紹介的内容を旋律に置換する、な
どの表現の取り組み実践予定である。
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